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nous
タイプライターテキスト
ピエール・ブルデューの著作と二次文献を輪読し、彼の社会学理論を他の主要理論と比較することによって、ブルデュー社会学の研究プログラムとしての射程と限界を検討する。

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト
ブルデューの社会学的著作のうち、基礎理論、認識論および経験的研究（特に文化社会学・知識社会学・知識人の社会学）に関するものを取り上げ、毎回担当者を決めて輪読する。テキストにはブルデューの著作の日本語訳とフランス語原書（場合によっては英訳・独訳も）を併用し、関連する二次文献（英・独・仏語）も適宜取り上げる。
ブルデューの社会学理論について、彼に影響を与えたマルクス、デュルケム、ヴェーバーの理論および現代社会学の諸理論（ルーマン、合理的選択理論等）と比較しながら、研究プログラムとしての特徴を明らかにする。また知識社会学・文化社会学におけるその応用可能性についても合わせて検討したい。
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